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	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	(1) Hela細胞溶解物、(2) A549細胞溶解物におけるAKT1 + AKT2 + AKT3発現のウエスタンブロット解析。
	

	1:50希釈の抗体を使用した免疫沈降（IP）分析。（1:1K希釈のwb）
	

	1:50 希釈の抗体を使用した免疫蛍光分析。
	

	1:50 希釈の抗体を使用した免疫蛍光分析。
	

	1:150 希釈の抗体を使用した免疫蛍光分析。

